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令和 7 年 3⽉ 

【１０⽉〜１２⽉】(秋�) 【１⽉〜３⽉】(��) 

（活動内�）・箇�書きで��した内�を羅列 
●�⽶パーティ 

●栗拾い 
●�杏拾い 

●���を�く 
●芋�り（とこま���） 

●ハブ茶作り、⼲し�作り 
●オリーブの�� 

（活動内�）・箇�書きで��した内�を羅列 
●�い�き�司づくり 

●いのししラーメン作り 
●焼き芋 

●��事の�を⾒に⾏く 
●ガマの�あそび 

●氷あそび 
●⽵林��―あ���び場作り 

【４⽉〜６⽉】(��) 【７⽉〜９⽉】(夏�) 

（活動内�）・箇�書きで��した内�を羅列 

●お�⾒さんぽ 

⚫筍�り、めんまづくり��� 
⚫ドクダミチンキ作り 

●みつば�み、⽢夏�り 
●もち⻨の脱� 

●蛍を⾒る� 
●稲を�てて�える 

（活動内�）・箇�書きで��した内�を羅列 

●��び ●夏野菜の�� 

●⾙�、シーグラス�い●井戸�プール 
●さとうみ科�� 

●シーグラスのランプ作り 
●桑の�で�を描く�べる 

●たこ�で⼿形�び 
●おこめ�⾜―��さんに�いに⾏く 

団体�在地 江⽥��⼤��⼤�
団体の�� どろんこ�
�・�� 代� 黒川奈�� 
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令和６年度ひろしま⾃�保���事業 活動�告書 

１ 活動�告 

○活動�告書は、HPで��しますので、�開可�な内�としてください。
○データのサイズは、��を�め、８Ⅿ�内に�め、ワード�書にて提

�してください。 

○こちらの�告書フォームに�って�て��してください。 



【７⽉〜９⽉】 

（��） 

活動�告（��） 

【４⽉〜６⽉】 

（��）⽵の��り、⽪剥き 

１シーズンにつき�も��的だった活動のエピソード１つご��してください。
エピソードは、活動プロセス、保�者の�わり、�どもの�ちの⾒�りを�的にお願いします。
��は基�1枚です。 

（エピソード��） ⚫��おこめ�⾜ 
�味しいお⽶を作ってもらっている��さんへち
�いに⾏って、お⽶を買って�る ��お⽶�⾜を

�年��しています 江⽥�から甲��まで⾏き、
稲刈り�にはなります
が、⼀⾯に�がる⽥んぼの⾵�の中を⾛らせても

ら ったり保�してあるお⽶の��を⾒�しました 

（エピソード��） ⚫⽵の��りとたけのこ�理 
⽵の�を�り�ってきた⽵の�の⽪をみんなでむ
きました 

�の�で�を�こし🔥 保�者の�の中には�めて
の�おこしをする�もおり、こども�は、⼤�が

挑
戦する�を⾒ながら、⾃�もやってみよう�とマ
ッ
チをすっていました 

4 ⽉に��をして、�めてマッチをする年中児は
な
かなかマッチに�がつかずついたら、�いて⼿を

離
してしまいました 
�でたての⽵の�をみんなで�べて、�味しい�

と
こども�にも��でした 

江⽥�内ではシェア⽥んぼという��薬でみんな
が�きな時に来て⽥んぼで�んだり稲のお��を
する共同の場�がありますが �回は作ってくれて
いる�から、��に買わせても らう��から、�
�さんがいるからお⽶が買えるん だね というこ
とがこども�に�わったと思いま



【１⽉〜３⽉】 

（��） 

【１０⽉〜１２⽉】 

（��） （エピソード��） ⚫オリーブの�� 
�のあちこちの畑では、オリーブの��時期に
な
ると⼿�みボランティアをしに、地域のオリー

ブ
畑へ⾏く�が�く、こども�と⼀�に⾏きまし
た 
2 歳児が�げたりしてしまうかと思いました

が、
丁寧に⼤�や年上児の前をして、⼀⽣��に⼿
�
う�がありました 

オリーブの⽊の⽊�で、お�当タイムをしまし
た 

お�を�べながら、�作を喜ぶ�やいのしし�
� の�が�たり地域の�のお�を�いたりしな
がら みんなでお�を�べました 地域の��な
⼤�が働く�をみて、�来畑をした いと思う�
どもが�ってくれると願っています 

（エピソード��） ⚫⽵林��と⽵のジャングルジ
ムのメンテナンス �有する⽵林が�つかあり、�の
11 ⽉から 3 ⽉の間 は、⽵林��をしています こど
も�も⼤�と⼀�にノコギリを使って、⽵を切り �
します 切り�した⽵は、��に作った⽵のジャン グ
ルジムの滑り�をかけ�えたりして利⽤したり、地
域の�や⽵の�さん（同��）にも声をかけ ⽵灯�
を 作りたい�に提供したり、�しい�に�し上げて
いま
す 
⽵を切り�す�、��い、⽵を�理する�、など⼿
�け をして作業をし��の�んだ�には�が�し、
⾵が� るようになります ロープを�って�んだり
�野にあるトモビオパーク のような���び場づく
りを�しずつ�めています 



２ その他（⾃�体�活動の��における�年度のプロセス）※��必須 

 ・ �員の��向上について 

●�⽣責任者の��を代�者が�得 

●保�者との茶��
●�々な研�内�のシェアをする�を開いている 

 ・ 保�者との�わりについて 

⚫お�かけDAYには、��で⼀�に�かけている また保�者の希�する⽇には保���してもらっている 
⚫��の果物や野菜を保�者と⼀�に��（�⽉） 

⚫��てオープンスペースも兼ねており、�常保�と同時に��さんで�⽇�びに来てもらっている 
⚫��てについてなんでも�せる茶��をしている（�⽉） 
⚫ ⾏事カレンダーについては、保�者からの��も�いて作成しその時の�どもの��に�わせて�更しなが

 ・ 地域との�わりについて
⚫ 地域のこども�堂へ提供する野菜を�てている、ご��の��さんのところへ良く�びに⾏かせてもらって

��をさせてもらう 
⚫地域のお�で開�される�知�カフェで、お年�りの�の昔の�をきいたり�ったり⼀�に�流をしている 

⚫ フリースクール「と独��」とコラボをして、どろんこスクーレという、⼩中��⽣の�まりを�⼀開�し
ている 

⚫いのしし�師の�から、いのししがとれた時に��をもらい お⾁に�⼯される��を⾒�したり、 
頭をいただき野�クッキングをしている 
⚫⽵の�、⽵すみ⼯�、など⽵の利⽤について⽵チップをいただいたり、��を開いてもらっている 



ら��している 

・ その他 

＊より�しく活動をアピールしたい��は、ホームページや の をご��ください。 

 

U R L 

Instagram

naoko3589 

SNS URL


